
第１０７回経営協議会議事要旨（案）

日 時： 令和４年３月１８日（金） １３：３０～１５：４０ 

場 所： 山口大学事務局１号館４階 特別大会議室（オンライン会議システム Webex 併用） 

出席者： 岡，谷澤，田中，松野，上西，根ヶ山，進士，鍋山，安達，今村，岩田，梅本， 

鎌田，川上，桜井，下村，竹下，原山 

欠席者： 小坂，七村，杉野，齋藤，末永，平屋 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ： 土谷，三石 

議 題：  

Ⅰ．議事要旨の確認 

学長から第 106 回経営協議会の議事要旨の確認があり，原案のとおり承認された。 

Ⅱ．協議事項 

１．経営協議会の学外委員からいただいた意見等に対する取組状況について

   学長から，経営協議会の学外委員からいただいた意見等に対する取組状況について，協

議資料１－１及び１－２に基づき説明があり，協議の結果，了承され，Web ページ上に掲

載することとなった。 

Ⅲ．審議事項 

１．国立大学法人評価における令和４年度計画（案）について

   谷澤理事から，国立大学法人評価における令和４年度計画（案）について，審議資料１

に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり了承され，役員会に付議することとなっ

た。 

２．2022 年度山口大学基金支援事業について

   谷澤理事から，2022 年度山口大学基金支援事業（案）等について，審議資料２に基づき

説明があり，審議の結果，原案のとおり了承された。 

３．役員退職手当の支給について  

   多賀谷総務企画部長から，役員退職手当の支給について，審議資料３に基づき説明があ

り，審議の結果，原案のとおり了承され，役員会に付議することとなった。 

４．役員報酬決定規則の一部改正について 

   多賀谷総務企画部長から，役員報酬決定規則の一部改正について，審議資料４に基づき

説明があり，審議の結果，原案のとおり了承された。 

５．就業規則の一部改正について

   多賀谷総務企画部長から，就業規則の一部改正について，審議資料５に基づき説明があ

り，審議の結果，了承され，役員会に付議することとなった。 

６．令和４年度予算（案）について

   川井財務部長から，令和４年度予算編成方針（案）について，審議資料６に基づき説明

があり，審議の結果，原案のとおり了承され，役員会に付議することとなった。 

７．地域未来創生センターの再編について  

   進士副学長から，地域未来創生センターの再編について，審議資料５に基づき説明があ

り，審議の結果，了承され，役員会に付議することとなった。 

   （主な意見及び質疑応答は次のとおり ○は学外委員，◇は学内委員） 

○ シンクタンク機能を強化させるためには，大学の各部局や機構が連携し，地域課題の



解決に取り組めるよう，コーディネートをする役割が最も重要である。 

◇ 学内のコーディネート業務は非常に重要なので，新設予定の地域連携戦略室がヘッド

クオーターとなり，大学の総合力を発揮できるよう，学内資源の配分を戦略的に行うこ

とを心掛けていきたい。 

Ⅳ．報告事項 

１．ダイバーシティ関連の評価結果について   

   川井財務部長から，ダイバーシティ関連の評価結果について，報告資料１に基づき報告

があり，併せて，評価向上に向けた対策について，説明があった。 

   （主な意見及び質疑応答は次のとおり ○は学外委員，◇は学内委員） 

○ 他大学がどのような方法で評価を伸ばしているか好事例を分析し，本学の戦略にも取

り入れていくことが重要だと感じる。 

◇ 他大学の状況をしっかりと調査し，改善を図って参りたい。 

  ○ 各学部やセンターの事情はそれぞれ異なるので，本部と各部局が情報交換を密に行い，

各部局が数値を改善するための戦略を検討し実践していくことが重要である。トップダ

ウンで目標値のみ示すだけの方法では，価値のない戦略となってしまう。

  ◇ 本学の目指すダイバーシティの意味付けをよく理解し，全学で共有し，一丸となって

取り組んでいくことを心掛けたい。 

 ２．令和３年度大学改革推進等補助金「ウィズコロナ時代の新たな医療に対応できる医療人

材養成事業」の採択について  

   松野理事及び篠田医学部長から，令和３年度大学改革推進等補助金「ウィズコロナ時代

の新たな医療に対応できる医療人材養成事業」の採択について，報告資料２に基づき報告

があった。  

 ３．令和３年度大学改革推進等補助金「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業ＤＸを

けん引する高度専門人材育成事業」の採択について  

   松野理事から，令和３年度大学改革推進等補助金「デジタルと専門分野の掛け合わせに

よる産業ＤＸをけん引する高度専門人材育成事業」の採択について，報告資料３に基づき

報告があった。  

Ⅴ．その他 

 １．山口大学の主な動きについて  

   伊東総務企画部総務課長から，山口大学の主な動きについて，その他資料１に基づき報 

告があった。 

＜ 参考資料 ＞ 

  第 106 経営協議会議事要旨（案） 

＜ 協議資料 ＞ 

１―１ 経営協議会学外委員からのご意見に対する取組状況（経営協議会） 

１－２ 経営協議会学外委員からのご意見に対する取組状況（経営協議会分科会） 

＜ 審議資料 ＞ 

 １   国立大学法人評価における令和４年度計画（案）について   

 ２   2022 年度山口大学基金支援事業について   

 ３   （机上配布）役員退職手当の支給について    

 ４   役員報酬決定規則の一部改正について   

 ５   就業規則の一部改正について  



 ６－１ 令和４年度予算（案）について   

６－２ 令和４年度当初予算編成書（案） 

 ７   地域未来創生センターの再編について 

＜ 報告資料 ＞ 

１   ダイバーシティ関連の評価結果について  

２   令和３年度大学改革推進等補助金「ウィズコロナ時代の新たな医療に対応できる医

療人材養成事業」の採択について     

３   令和３年度大学改革推進等補助金「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業Ｄ

Ｘをけん引する高度専門人材育成事業」の採択について  

＜ その他資料 ＞ 

１   山口大学の主な動き―令和４年２月～令和４年３月―  


